
 
北陸先端科学技術⼤学院⼤学研究室教育指針 

Laboratory Education Guideline 
 

研究室教育指針は、学則第３０条の３に基づき、研究指導の⽅法及び内容並びに修了までの研究指
導の計画をあらかじめ明⽰するものです。 
Based on the Article 30-3 of the general academic rules, the Laboratory Education Guideline 
is intended to clearly outline the methods and content of research guidance, as well as the plan 
for research guidance until completion. 

 
⽒名 / name：     ⽩肌 邦⽣        役職 / official position：     教授     
1. 研究テーマ / Research Theme 
 
サステナビリティ経営研究 
 
2. 修得が期待される能⼒ / Competencies expected to be acquired 

研究室教育は必修 A 科⽬（先端）⼜は研究⽀援科⽬（融合）の⼀部として単位化されており、
この欄はそれら科⽬のシラバス上の達成⽬標の⼀部となります。 
Laboratory Education is accredited as a part of the Required courses A (Division of Advanced 
Science and Technology) or Research Support Courses (Division of Transdisciplinary Sciences), 
and this section constitutes a part of the course goals stated in the syllabus for such subjects. 

 
⼈類の持続可能性にとって重要な社会・経済・環境・科学技術が関わる課題を⾒出し、現
象の理解や状況改善のためのアプローチを開発・適⽤する。この過程で、現場の知を変⾰
する知識経営および組織学習、消費や価値共創を分析視点に社会の仕組み作りを考えるサ
ービスマーケティング、科学技術と社会の調和的関係を進める責任ある未来志向のイノベ
ーションのあり⽅について学ぶ。研究室ゼミでは知識経営、マーケティング、技術経営の
諸概念について知ることになる。最も重要なのは知り得た情報を基に⾃ら考え・⾏動でき
るかである。学外での様々な交流をすることで、実践的な知識展開⼒を⾝につけることを
⽬指す。 
 
3. 研究指導⽅針 / Research Guiding Principle 
 
研究室ゼミは対⾯と遠隔の双⽅のチャネルで実施。ゼミでは定期的に研究進捗を報告し、
議論を通じて⾃分の考えを相⼿に説得することや、良き意⾒があればそれを基に⼀段⾼い
レベルに議論を深めていくことを学ぶ。⾃分とは異なるアプローチやテーマでも、相⼿の
研究進捗にプラスになるような貢献ができるよう聞き⼿は意識し、準備することを勧め
る。加えて学びの場は⼤学だけにあらず。課題を抱える現場を歩き・関係者と対話するこ
とにより観察⼒・洞察⼒を⾼め⼈間⼒をもって現場改善に資することを⽬指す。 
 
4. 研究室活動の内容及び⽅法 / Content and Methods of Laboratory Activities  
□⽇次活動 / Daily Activities：  
□週次活動 / Weekly Activities：  
☑⽉次活動 / Monthly Activities： 研究室ゼミ⽉３回（⽯川），研究室ゼミ⽉２回（品
川） 
☑不定期活動 / Occasional Activities： 研究室合宿 
 
5. 年間スケジュール / Annual Schedule 

本学の全学共通の年間スケジュールは「履修案内」の「学位取得に⾄るスケジュール」を参照し
てください。（本学ＨP 参照：ホーム＞教育＞履修関係＞履修案内） 
Please refer to the “Degree conferment schedule for the masterʼs program/doctoral program” in 
the “Degree Completion Guide” for university-wide common schedule (JAIST website: Home 
>Education>Taking Courses>Degree Completion Guide) 

 
・研究室内新⼊⽣研修（７⽉） 
・研究室合宿（９⽉） 



・研究計画設計ゼミ（１２⽉〜３⽉） 
・サービス学会参加（３⽉．研究進捗が芳しい者を対象） 
 

 


